











































































































収録されるのではないかという話も出ている、とユーモア 交えつつ紹介した。さらに、能や和歌に論及できる「かたち」につ ても さまざまな領域 問題が絡み合い、ものの魅力的な側面
（現在、エンチャントメントが使用されている）
を指し示

























































































































































































































age, likeness; representation, effi
gy
　
2. portrait; painting, draw
ing, print; illustration, figure (in books);  head (on coin); (M
ath.)
        graph; pl. (C
ards) court or picture cards, (Am
.) face cards 
　
3. (Phot.) photograph, exposure (on roll of film
); (T.V.) im
age, picture (result on the screen),
        (Film
s, T.V.) fram
e (constituent elem










































































































作品であ と同時に、その作品を通して見え 、作者の芸術観や、作者が生きた時代や社会 る。三つの領域にまたがるブルクハルト 業績 一つ 統一的な視野の下に説明しようとする下村自身 試みもまた、この「か ち＝ビルト」を形成する作業であったと言え　「かたち＝ビルト」は、眼前の対象の綿密な調査と観察から出発して、研究者の精神内部において能動的 構成的な直観を働かせることによって描き され 「かたち」である。　　　
三、かたち＝イマージュ
























は言い難い。心の眼によって見定めようと努力されるが、大抵はうまくいかない。むしろ「かたちを取る」前のもやもやとした雲のように掴み所のない「かたち」 、 「かたち以前のかたち」と説明されるべきものである。前節の『唐人お吉』の例では、ホーム・シックとして意識される以前のさまざまな感情が入り交じった状態がそれに相当し、 『蓼喰ふ虫』の場合には、まさに「形を取っ 心配」が顕在化する前の先触れのようなものと える。本稿で 「かたち＝イマージュ」を、そうした、心のなかに生起しつつ 、見定め 「かたち以前のかたち」を指すものとして使用する。　「 「かたち」再考」の第一日目に、 「生まれてくる〈かたち〉 」と題してベルリン在住の美術家イケムラレイコと、東京文化財研究所の田中淳 る対談が行われた。そこで話題となった立体作品《うさぎ寺》 関連ドローイングや、 《
Tree 》シリー





































































































渡部はまた、 「よい和歌」をめぐって、 「新しいものなのに懐かしい感覚」 、 「既視























企画者のハラルド・ゼーマンがクンストハレ・ベルンのディレクターを辞任して、インディペンデント・キュレーターとしての道を歩むきっかけとなった現代美術展であった。ヨーゼフ・ボイスやジョセフ・コスース、リチャード・ロングなど、今となっては評価が定まってい が 当時ほぼ無名だっ 新傾向の欧米作家六九名一堂に集め 紹介した国際展で、行為そのものや 行為 痕跡、記録等が「作品」であるという見方を打出したが、支持されなかった。しかし、その後、出品作家たちの名声が高まるとともに、先駆的 サーヴェイ展と 評価 るようになり、また、ゼーマンが自ら創始し実践 イ ディペンデント・キュレ ターという仕事のやり方が現代美術に携わる若い世代にも広まって、 「態度が形 なるとき」は、さまざまな形で議論され、参照される対象とな た。ゼーマンは〇五 二月に歿し
挿図 （　態度が形になるとき―ベルン （（（（ ／ヴェニス （0（（」
展示風景
左から、ジルベルト・ゾリオ《トーチ》（（（（ 年、マリオ・メ
ルツ《したたる水（ガラスのイグルー）》（（（（ 年。（0（（ 年 （
月 （ 日～ （（ 月 （ 日　ヴェネツィア、カ・コルネール・デッラ・
レジーナ、プラダ財団
写真：アッティリオ・マランツァーノ　協力：プラダ財団
Installation view of “When Attitudes Become Form: Bern 1969/Venice 
2013”
From left to right: works by Gilberto Zorio Torce[Torches], 1969 Mario 
Merz Acqua scivola (Igloo di vetro) [Water Slips Down (Glass Igloo)], 
1969. Fondazione Prada, Ca’ Corner della Regina Venice, 1 June – 3 
November 2013
Photo: Attilio Maranzano  
Courtesy: Fondazione Prada





























































































































ジオーニの脳裏には、 九三年以来、 彼が見てきたヴェネツィア・ビエンナーレの 「か
たち」が、第二群の一次情報の保持者が描き出す「かたち＝ビルト」として蓄積されている。そのなかでも、 彼は九五年のビエンナーレを一つの手本として位置づけ、さらに、実際には見ていない七〇年代、八〇年代ビエンナーレについても、第三群の二次情報のみに依拠し 描き出される「かたち＝ビルト」として参照しながら、自らが企画する第五五回展の「かたち＝イマージュ」 取るべき方向を探っ いる。　
次に、一八九五年に開始されたヴェネツィア・ビエンナーレと、一九五一年に、













































































のできない全体像を、 もやもやとした「かたち＝イマー ュ」 して想像しながら、実際に見た展覧会の体験と見ていない展覧会について 情報 を組み合わせ 常
その段階におけるビエンナーレの「かたち＝ビルト」を論じていくべきだろう。　　　
おわりに
　「開かれた語り」とは、どこに向かって開かれた語りであるのか。 「はじめに」で述べた通り、筆者はここまで美術史研究を基点に隣接諸領域の研究者たちとの対話に向かって「開かれる」 とを目指して、 「かたち」の探究の可能性の一端を論じてきた。しかし、より根源的に「開かれ 」こと 問うならば、それは、本稿第四節の後半で述べた、第三群の人々のように思える。　一九六九年にベルンで開催された「態度が形になるとき」を実際に見た観客は限
られている。しかし同展の歴史的な意義は、 ヨーロッパ以外の地域 住む人々にもそして、その後に生まれた若い世代の人々にも意識されるようになった。その総数は、現在までのところ、ベルンの展覧会を実際 見た人々の数と変わらないか、少しばかり多いだけかもしれない これ ら生まれる生命も含めて、いつか遠い未来に、その累計数が実際に見 人々 数を圧倒的に上回 日は来 かもしれい。第三群の展覧会を見る機会を持たなかっ 人々には、これから ま 世代が含まれる。その数は誠に膨大であ　「開かれた語り」が開かれるべき先を、ここでは仮に 歴史の地平」と名指してみたい。それは、私たち一人一人が砂粒 よう ものとし 存在している広大無辺な地平である。この「歴史 地平」をしっ り見据えて語り起こすことによって言葉の溝や壁をも乗り越えることができる。地域を越えて、世代を越えて「歴史地平」を伝わっていくものが「かたち」であるという とさえ言えるかもしれ 。その場合の「かたち」は、眼前に存在するかたちではなく、私たちの精神が能動で構成的な直観 働かせ 生み出す か ＝ビルト」 あるだ う。註（
（）　『「かたち」再考
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シモンドンの「メタスタビリティ」について、同セッションでふたたび話題となったイケムラレイコ氏のドローイングに関連づけてご教示いただきま た。渡部先生からいただいたご示唆が、本稿 考察の大きな比重を占め おります。ここに記して、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。
（ふじかわ
さとし・山口大学教授）
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